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登園時や保育中の子どもの健康管理は、こども一人ひとりの健康状態に応じて実施している。 52.3 47.7 0.0 0.0

園は、健康診断（内科、歯科）の結果について、保護者に伝達し、それを考慮して保育に反映させている。 50.8 47.7 1.5 0.0

園は、感染症発生時には発生状況を保護者に通知し、対応している。 50.8 46.2 3.1 0.0

食事を楽しむことができる工夫をしている。 61.5 36.9 1.5 0.0

献立の作成・調理を子どもの状況に合わせて工夫している。 56.9 41.5 1.5 0.0

子どもの食生活を充実させるために、家庭と連携している。 40.0 52.3 7.7 0.0

アレルギー疾患を持つ子どもに対し、専門医からの指示を得て、適切な対応を行っている。 36.5 63.5 0.0 0.0

子どもが心地よく過ごすことができる環境を整備している。 60.9 39.1 0.0 0.0

生活の場に相応しい環境とする取り組みを行っている。 50.8 47.7 1.5 0.0

子ども一人ひとりへの理解を深め、受容しようと努めている。 61.5 38.5 0.0 0.0

基本的な生活習慣や生理現象に関しては、一人ひとりの子どもの状況に応じて対応している。 60.0 38.5 1.5 0.0

子どもが自発的に活動できる環境が整備されている。 56.9 38.5 4.6 0.0

身近な自然や社会とかかわれるような取り組みがなされている。 53.8 46.2 0.0 0.0

遊びや生活を通して人間関係が育つよう配慮している。 61.5 38.5 0.0 0.0

子どもの人権に十分配慮するとともに、文化の違いを認め、互いに尊重するよう配慮している。 38.5 60.0 1.5 0.0

先入観を植え付けないように配慮している。 32.3 63.1 4.6 0.0

乳児保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮がみられる。 51.6 48.4 0.0 0.0

長時間にわたる保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮が見られる。 53.8 40.0 6.2 0.0

障がい児保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮が見られる。 24.2 67.7 6.5 1.6

一人ひとりの保護者と日常的な情報交換に加え、個別面談などを行っている。 58.5 40.0 1.5 0.0

園は、子どもの発達や育児などについて、面談等などの話し合いの場に加えて、保護者と共通理解を得るための
機会を設けている。

43.1 53.8 3.1 0.0

虐待を受けていると疑われる子供の早期発見に努め、得られた情報が速やかに園長まで届く体制になっている。 20.0 78.3 1.7 0.0

ホームページやコドモンをよく見ている。 56.9 43.1 0.0 0.0
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